
坂部の地名由来

坂部（さかべ） 坂合郷（さかあいのさと）

「和名類聚抄」にはみえないが、「正倉院文書」に「川辺郡坂合郷戸主秦美止保

利」とあるので、この時期には一時郷として存在していたのであろう。現在尼崎

市内に上坂部・下坂部の地名があるが、この辺りを指していたのであろう。当地

域は古代においては坂合部の居住地であったと思われるが、坂合部は「新撰姓氏

録」摂津国皇別に大彦命の後裔氏族としてみえ、同祖の氏族に「久々知」を載せ

ているので、隣接した所を居住地としていたらしい。坂合部は「新撰姓氏録」に

「允恭天皇の御代、国境の標を造立し、因って姓を坂合部連と賜う」とあり、境

界を定める技術をもった職業部とされるが、当地方の坂部という地名は中世に「酒

部」と書いたものがあり、『摂津志』も上坂部を注して「坂は一に酒に作る」と

あることから、酒部の居住地とする説もある。また、「新撰姓氏録」逸文に阿智

王とともに渡来した七姓の漢人〔あやひと〕のうち「郭〔そうかく〕」という姓をもつ漢人の子孫に坂合部

首があり、外交に従事する渡来人を管理する坂合部氏の本貫地とみる説もある。坂合郷に秦氏が居住して

いることからみて後者の説が妥当ではないかと思われる。

①下坂部には中世雀部〔ささべ〕氏の氏寺があったというから、ササベ→サカベと考える説。

②古代の部には坂合部〔さかあいべ〕（境部）・酒部〔さかべ〕があるから、土地境界の裁定に当たった部

（役所）から由来する説。

③酒造にかかわる一族から、酒部⇒坂部とする説、
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